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【新緑祭 in 新風館】 

 緑の募金活動、協会シンボルマークのお披露目や寄付

金の贈呈式と音楽、お芝居を交えた啓発イベントを、 
4月 27日に京都市中京区の新風館で開催しました。 
 
【通常総会と京都の森づくり対談】 

 5月 31日、18年度事業報告・決算と 19年度事業計画・予
算等について審議するため通常総会を開催し、総会終了後には

「蝶の舞う森づくり」をテーマに村田製作所の村田泰隆社長と

日高敏隆副理事長による対談を開催しました。 
 
 

 
【各種イベントへの出展】 

・びっくりエコ 100選（8/8～13、高島屋） 
・びわ湖環境ビジネスメッセ 2007 

（10/24～26、長浜ドーム） 
・嵯峨御流いけばな展「ニッポンノケシキ」 

（10/24～26、京都駅ビル） 
・農林水産フェスティバル（12/2･3、パルスプラザ） 
・環境フェスティバル（12/8･9、パルスプラザ） 
・森と水土里のフォーラム（3/30、ガレリア亀岡） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

１ 京都モデルフォレスト運動の普及啓発 

びっくりエコ 100選の会場

森と水土里のフォーラムでの木工教室
は、終日大賑わいでした 

環境フェスティバルでは木製品の展
示も行いました 



 
【ホームページや広報誌で情報発信】 

 ホームページに活動案内や報告を随時掲載するととも

に、広報誌「以森伝心」を年 3 回（各 3,000 部）発行し
ました。「以森伝心」は、第 42 回林業関係広報コンクー
ル（全国林業改良普及協会主催）で最優秀賞を受賞しま

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新聞、テレビ等での報道、広報等】 

 ・9/4 京都新聞 紙面鼎談（柏原協会理事長、郡嶌同
志社大教授、森本京都府建設業協会副会長）、広告 

 ・企業との調印式や活動の取材記事等 
・協会理事長インタビュー記事 
・NHK、読売テレビ、関西テレビでのモデルフ 
ォレスト特集 ほか 

 

 

 

 

 
 
【森林ボランティア団体等円卓会議】 

 7月 8日、府内各地で活動されている森林ボランティア団
体 36名の皆さんにお集まりいだだき、活動上の課題などに
ついて意見を交換し、交流を図りました。 
 
 

２ 森林ボランティア活動の推進 

鼎談は、京都の木をふんだんに使った、木の香
りあふれるモデルハウスで行われました。 



【森林体験教室等の開催】 

 会員の皆さんに実際に森林活動等に参加いただく体験教室をシリーズで開催しています。 
 平成 19年度は、計 6回の体験教室を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

開催日 内  容 場所 参加者数

7月 21日 森と水と土を巡るツアー 鞍馬・貴船 53名
9月 15日 間伐体験 府民の森ひよし 37名

10月28日 竹の環プロジェクト 
（京大、企業と共同して竹林整備） 

京大桂坂キャンパス 200名

12月22日 森の健康診断 府民の森ひよし 22名
2月 2日 間伐体験（宇治地方林業振興協議会と合同開催） 宇治市志津川 69名
3月 15日 キノコ菌打ち体験 府民の森ひよし 27名

 
【森林ボランティアリーダー養成講座】 

 森林ボランティアのリーダー等と

して活躍いただく人材を養成するた

めの講座を、平成 19年 9月 29日か
ら 6回シリーズで開催しました。救
護、樹木観察、竹林整備、間伐、植

樹、苗作り、企画立案、木工クラフ

トなど毎回座学と実習のカリキュラ

ムを組み、最終日の 11月 18日には 21名の方に修了書を授与しました。 
 
【森の人材バンク制度の創設】 
企業、森林ボランティア団体等に森林・林業に関する知識の提供や技術の指導を行う人材を、

「森の人材バンク」として登録し活用する仕組みを創設しました。当初は、森林インストラクタ

ー会等 2団体と 11名が登録されています。 
 
 
 

７月21日（土） 
鞍馬・貴船散策 

９月 15日（土）  
ヒノキの間伐体験 

12月 22日（土） 
 森の健康診断 



 
 
 

3 月までに、11 の団体が森林づくり活動に参加（うち 9 団体が協会等と協定を締結）いただ
いており、4月には更に 2団体が活動を開始しています。また、現在約 10団体と活動地や活動
内容を調整しています。 

 
＜活動中の13団体＞ 

サントリー㈱、㈱村田製作所、コカ・コーラＷＨ㈱、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸﾌｫﾄ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ㈱、エスペック㈱、

日本生命、オムロン㈱、三共精機㈱、佛教大学、㈱東芝、㈱NTTドコモ関西、全労済京都府

本部、積水化学工業㈱ 

 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
【企業等のモデルフォレスト運動との連携】 

森林づくり活動への参加のほかにも、企業等から寄付等の申し出をいただき、モデルフォレス

ト運動の推進のため、連携して取り組んでいます。 
・京都北都信用金庫が国定公園記念定期積立の一部を寄付 
・京都生協(京都文化事業ｾﾝﾀｰ)が車検の売上の一部を寄付 
・府内金融機関が府内産材を利用した住宅への融資制度 
・京都府自動車整備振興会が自主的な環境保全活動の一つに森林整備活動を位置付け 
・JR西日本が J-WESTカードのポイント特典に協会への寄付を位置付け 

 

３ 企業等の参加による森林づくり活動の推進 

企業と地元市町村、京都府、協会等が協定を結んで森林づくり活動を進めます 

企業の社員ボランティア等による森林づくりの活動が始まっています 



 
【企業等からの寄付金による森林づくり事業の展開】 

 企業等からいただいた寄付金等を活用して、森林整備等を実施する公募事業等を展開しました。 
寄 付 者 寄付金額 使   途 

京都トヨタ自動車㈱ 5,750千円 京都府森林利用保全重点区域等の森林整備 
・公募事業 9 地区で、除間伐等 19.64ha、歩道整
備等に活用 

松下電器産業㈱ 200千円 苗木代として府内から公募し配分 
・ユズ等実のなる木 60本を植樹 

コカ･コーラWH㈱ 8,000千円 宇治田原町御林山の協定区域森林整備 
（今後 10年間で活用） 
・下刈り等を実施 

㈱東芝 1,470千円 亀岡市東別院東掛の協定区域森林整備 
（今後 5年間森林整備の予定） 
・除間伐等を実施 

三共精機㈱ 

佛教大学 

1,575千円
110千円

南丹市美山町宮脇倉ヶ谷の協定区域森林整備 
（今後 10年間森林整備の予定） 
・広葉樹の植栽を実施 

 
【企業の森林づくり交流会の開催】 

 企業等の参加による森林づくりを一層推進するため、3月 18日に企業等 34社 43名に参加い
ただき、企業の森林づくり交流会を開催しました。 
宮林茂幸東京農大教授の「持続可能な企業参加の森林づくり」と題した講演の後、グループに

分かれてそれぞれの取組状況など情報交換を行いました。 
           

 
 
 
 
 
 
 

 
 
  
 全国森林組合連合会の公募事業である上記事業を活用して、会員である長岡京市、大山崎町、

京都府森林組合連合会等の協力を得て、以下の取組を実施しました。 
 ① 天王山周辺・西山シンポジウムの開催（12月 15日（土）） 
 ② 天王山周辺整備に係る住民の森林所有者へのアンケート 
 ③ 天王山周辺森林の作業実施提案書の作成 
 ④ 西山森林整備に係る作業道計画の作成 

４ 「100 年の森づくり」加速化推進事業の実施 



 
 
 

 カナダ、中国、インドなど世界 18 カ国、39 の地域
が加入している「国際モデルフォレストネットワーク

（International Model Forest Network）」に、平成 20
年 3 月、日本で初めて「京都モデルフォレスト」が加

入しました。 
今後、このネットワークを通じて、京都の取組を国際的にもアピー

ルするとともに、人や情報の国際交流を推進していく予定です。 
 

 また、４月には、京都府とともにカナダ国ケベック州等を訪問し、モデルフォレスト運動の推

進など森林環境保全等の分野での交流提携に関する合意書を締結しました。今後、具体的な連携

の内容を協議し、交流を深めていくこととしています。 
＜合意書締結の概要＞ 
１  締結年月日    平成２０年４月２３日（水） 午後１５時４５分 
２ 締結の場所  ケベック州国際関係省 
３ 調印者及び内容 
【京都府とケベック州政府との合意書】 
 ○調印者 

京  都  府：小石原範和 副知事 
    ケベック州政府：モニク・ガニオン＝トランブレ国際関係・フランス語圏大臣 
   ○内容 
    森林環境保全と森林管理、気候変動防止、経済・学術・研究分野の関係強化、伝統・文

化の交流、青少年交流   
【京都モデルフォレスト協会と QWEBとの覚書】 

   ○調印者 
    社団法人京都モデルフォレスト協会理事長 柏原康夫（京都銀行頭取） 
    QWEB（ケベック木材製品輸出振興会）理事長 シルヴァン・ラべー 
   ○内容 

森林環境保全と森林機能の発揮、気候変動防止、学術・研究分野の関係強化、森林資源

製品利活用分野の関係強化   
 

５ 国際モデルフォレストネットワークへの加入 



 

 

①･  緑の募金活動 
協会の会員の皆さんや地域の緑の募金支援団体の御協力をいただき、春と秋に緑の募金キャ

ンペーンを展開。募金総額は、昨年度を 11.4%上回る 17,021千円となりました。 
 目標額 春期募金実績 秋期募金実績 合計 
１９年度 20,000千円 14,350,716円 2,671,045円 17,021,761円 
１８年度 18,000千円 12,809,702円 2,474,840円 15,284,542円 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
② 緑の募金事業 

  皆さんからいただいた緑の募金は、森林整備や緑化の推進、青少年の環境教育、森林・林業

の普及啓発などに有効に活用させていただきました。 
ア 森林整備事業 
ボーイスカウトやガールスカウトが行う森林活動に対し、資材の購入等に必要な経費及び

森林整備活動や研修経費について助成しました。 
   森林ボランティア団体等の活動については、(社)国土緑化推進機構が行う「先駆的先導的

森づくりボランティア活動支援事業」、「緑の募金公募事業」、「緑と水の森林基金公募事業」

の助成事業を活用した支援を行いました。 
 イ 緑化推進事業 

・地域の緑化を推進するため、府内の老人クラブに委託して養成されたツツジの苗木 450
本と京都府緑化センターから購入した桜の苗木 250 本を地域の団体に無償配布し、公園
や道路沿線、公共施設等に植栽しました。 

    ＜緑化樹養成委託＞今山長春クラブ（南山城村）、船枝紫雲クラブ（南丹市） 
    ＜主な配布先＞宇治市野外活動センター、宇治田原町緑苑坂自治会、亀岡市都市緑花協会、京都

市花脊山の家、綾部市志賀郷に桜を育てる会、京丹後市大宮町さくら山公園ほか

44カ所 
  ・教育環境の整備と緑を愛し育てる心を育むため、府内の小・中学校 24校に対し、植樹木

の購入等に要する経費を助成しました。 
 

新風館でのイベントに知事や理事長も駆
けつけ、緑の少年団の子供達と一緒に募金
活動 

６ 緑の募金事業 

飲料メーカーの協力による寄付型自動販売機
の設置や協会のオリジナル年賀切手など様々
な募金活動を展開



 
   学   校   名    学   校   名    学   校   名 

京都市立  室町   小学校 

            乾隆    小学校 

            梅小路  小学校 

            月輪   小学校 

            七条      中学校 

            八条   中学校 

向日市立    向陽    小学校 

城陽市立  寺田西  小学校 

木津川市立 州見台  小学校 

八幡市立  八幡   小学校 

宇治市立  宇治   中学校 

久御山町立 東角   小学校 

亀岡市立  大井   小学校 

            亀岡   中学校 

南丹市立  新庄   小学校 

            殿田   小学校   

園部      中学校 

      殿田   中学校 

京丹波町立 蒲生野  中学校 

綾部市立  何北   中学校 

福知山市立 桃映   中学校 

舞鶴市立  池内   小学校 

宮津市立  府中   小学校 

京丹後市立 川上   小学校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・森林や緑の大切さを学ぶ緑の少年団活動を支援するとともに、緑の少年団全国大会に「ガ

ールスカウト第 38団緑の少年団（綾部市）」を派遣しました。 
・京都府と共催で、青少年の緑化思想の高揚を図るため、府内の小・中・高等学校の生徒を

対象に緑化運動ポスターの募集を行うとともに、優秀作品については、各地域で展示し緑

化思想の普及啓発に活用しました。 
    ＜応募状況及び審査結果＞ 

区  分 小  学  校 中 学 校 高等学校 合    計

応 募 校 数 

参 加 者 数 

応 募 点 数 

入 賞 点 数 

      １３４ 

 ６，２３９ 

  １，０７０ 

      １５７ 

     ４９

   ２９９

   ２４９

     ３６

     １２

  １０９

     ４８

       ７

      １９５

 ６，６４７

  １，３６７

２００

＜全国コンクール入賞者＞ 

    平成20年用国土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール 

     中学校の部 特選･文部科学大臣賞 
 北川陽香 京田辺市立大住中学校３年 

     高等学校の部 入選･国土緑化推進機構理事長賞 
 樋口佳乃 府立加悦谷高校３年 

           大垣はるか 府立峰山高校２年 
 
 
 
 

緑の少年団全国大会(静岡県)にガールスカ
ウト第 38団緑の少年団(綾部市)が参加 

植樹木の購入に助成し、学校緑化を推進

 



 
ウ 緑の募金交付金事業 
  地域の緑化推進団体等が、それぞれの地域で森林整備や植樹等を通じて青少年等に緑化思想

の普及啓発を図るための経費として、緑の募金の実績から緑の募金活動のために要する資材費

を差し引いた金額の 75％を交付金として、また、(社)国土緑化推進機構に対し、緑の募金法
施行規則第 6条に基づき中央交付金を交付しました。 

    ＜平成19年度 緑の募金交付先一覧＞                                       （単位：千円） 

   交   付   先 交付額    交   付   先 交付額 

福知山緑化推進委員会 
舞鶴緑化推進委員会 
与謝地方林業振興会 

丹後地方林業振興会 

  1,272 
  1,310 
    394 
    265 

    小 計   １１団体   8,829 
（社）国土緑化推進機構   1,010 

京都･乙訓緑化推進委員会 

宇城久緑化推進協議会 

綴喜林業振興会 

相楽地方森と緑の振興会 

(財)亀岡市都市緑花協会 

南丹・京丹波林業振興会 

京都府緑化推進協議会綾部支部 

  1,935
    685
    727
    194
  1,004
    517

526       計        １２団体   9,839 

           ＜主な交付金の使途＞                  （単位：千円） 

地域緑化 
学校緑化 
緑化啓発活動 
緑の少年団育成 

3,994
1,060

795
1,196

森林ボランティア支援 
森林づくり活動 
募金活動推進 

653 
580 
550 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

地元の間伐材を利用した「ままごとハウ
ス」を幼稚園に寄贈 

地域の皆さんが協働して実のなる木を植
える取組を推進 

小学生による卒業記念植樹


